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とまべち・けい／1960年秋田市生
まれ。宮城教育大学卒業、東北
大学大学院文学研究科修了後、
YMCA予備校仙台校で国語科専
任講師となる。2012年NPO法人
エフエムあおぞらを立ち上げ、「亘
理町臨時災害放送FMあおぞら」
を5年間運営。2017年株式会社エ
フエムわたりを設立。「亘理町コ
ミュニティ放送FMあおぞら」を
運営している。

おかべ・だい。1989年秋田市生まれ。早稲田大スポーツ科学部卒。ワ
タナベエンターテインメント所属。2014年から、秋山寛貴、菊田竜大と
お笑いトリオ「ハナコ」で活動。2018年はキングオブコントで優勝。ワ
タナベお笑いNO.1決定戦優勝、お笑いハーベスト大賞優勝など、テレ
ビや全国各地のライブで活躍中。都内在。（写真右端が筆者）

　「時刻は午前9：00です。亘理町コミュニティ放送
FMあおぞらスタートです。」
　私は今、毎日、宮城県亘理町のコミュニティ放送
FMあおぞらの代表として、その運営に忙しい日々を
送っています。
　しかし8年前の私は、専業主婦として子育てに専念
していました。そんなのんびりした生活が一変したの
はあの東日本大震災の日です。
　「水道が出ない。水はどこに行ったら手に入るの？」。
電気もない中で寒さに震える子どもと、高齢の母の肩
を抱き途方に暮れたあの日、命を守るために「情報」
が不可欠だと初めて知りました。そして、普通の主婦
が「亘理町臨時災害放送FMあおぞら」の運営の中心
を担うことになったのです。
　5年間の臨時災害放送の活動の間に、大きな発見が
ありました。それは主婦として暮らしていた時には見
えていなかった町の姿です。「臨時」ではありましたが、
町の放送ということで、たくさんの町民にラジオに出
演してもらい、町内の仮設住宅、町内会の行事、復興
イベントに取材に出かけ、直接町の人々や町の素顔に
出会うことができました。
　この経験を通じて気づいたのは、小さい町であれば
あるほど、コミュニティ放送は力を発揮するというこ
とでした。町の元気は住民一人一人の元気です。町民
が自分の町をよく知って、町の生活を楽しむことから、
町のコミュニティも経済も活性化します。町の情報発信
基地として、おらほの町のコミュニティ放送がほしい。
　さあ、そこからが正念場でした。臨時災害放送は町
の事業でしたが、今度は資金を自分で一から集めなけ
ればなりません。1株1万円で市民株主を募り、町民と
一緒に勉強会を開きました。そして昨年11月27日、よ
うやく開局を迎えることができました。
　「FMあおぞら」は1日9時間の生放送ですが、亘理
100パーセント。亘理で暮らしているからこそ発信で
きる、亘理の元気に必要な情報を届けています。町の
広場のような放送を目指して、今日も亘理町情報発信
中です。

　今のトリオ、ハナコを組む前は、エガラモガラという
コンビで活動をしていました。相方は、秋田高校の同級
生中山君でした。中山君とは3年間同じクラスで、2年生
から、放課後の教室で仲の良い友達数人の前で漫才を
披露するようになり、3年生のときは、文化祭で教室を
貸し切ってお笑いライブをしたり、体育館でのイベント
でMCをしたりしていました。そして、2人とも大学進
学を機に上京、出場した大学生お笑い大会がきっかけで、
今の事務所に所属することになりました。僕をお笑い
の世界に誘ってくれたのは、中山君です。彼がいなかっ
たら、今、僕はお笑いをやっていません。
　でも、エガラモガラの解散を切り出したのは僕からで
した。芸歴2年目を迎えたあたりから、漫才から徐々に
コントに興味を持ち始めて、コントをする機会が増えま
したが、コントになると中山君の演技が全然しっくり
きませんでした。そして3年目、僕は彼に解散を切り出
しました。高校からの思い出が蘇ってきて、解散しよう、
の一言がなかなか出てこなかったのを覚えています。
　中山君は驚くほどあっさりと了承しました。「そう
かー、分かったわ」と言って、すぐ帰りそうになったので、
僕が無理矢理思い出話とか、本当は僕だって解散なん
てしたくはないんだとか、最近こんな面白いことがあっ
たとか、あれこれ話を延ばして引き留めました。ひと通
り僕の話を聞き終えると、中山君は自転車に乗って颯爽
と帰って行きました。そして「お前とやらないならお笑
いする意味ないから」とすぐに芸人を辞めました。 
    昨年のキングオブコントで優勝した後で、中山君か
ら久しぶりにラインが届きました。おめでとう、と一言
だけでした。もっといろいろ言ってくれよ、語ってくれ
よ、と思いましたが、何だか彼らしくて、とても嬉しかっ
たです。ハナコの活動を見てくれているんだな、もっと
もっと頑張らなきゃと気が引き締まりました。
    先日、同期の芸人が中山君と飲み会をしたそうです。
中山君は「早くハナコの波乱爆笑とかA-Studioとか呼ば
れねーかなー。俺はいつでも準備できているんだけど
なー」と言っていたそうです。めちゃくちゃテレビ出る
気まんまんみたいです。

情報発信で町の元気のお手伝い
� 苫米地（旧姓・吉田）圭（昭和54卒）

お笑いの原点　中山君
� 　岡部　大（平成20卒）
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